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１．背景および目的  

 近年，計画規模を上回る洪水災害に対し，水防活動や被害の最小化に資す

るため，より高精度な洪水予測の情報提供が求められている．それは降雨に

起因する夏期出水だけでなく，春先の融雪出水も対象となる．米代川におい

ては，平成 29 年より山岳域（高標高）での積雪観測を実施し，そのリアルタ

イムデータを利用した融雪期対応の洪水予測システムを運用している． 

本報告では，洪水予測システムの精度向上にあたり，山岳域での積雪観測

結果を分析し，米代川の融雪出水の危険性を評価した結果を示す． 

２．対象流域（一級河川 米代川）  

 対象流域の米代川は，秋田県・青森県・岩手県の 3 県境に位置する中岳を

源流とし，秋田県の北部を東西に貫流して日本海に注ぐ流

域面積 4,100km2の河川である． 

なお，対象流域は下記の項目に留意した． 

 〇融雪期に対応した洪水予測システムが構築済み 

 〇流域内で低標高と高標高で積雪観測が実施されてい

る 

 〇融雪出水により浸水被害が懸念される 

３．積雪観測の実施状況と観測結果  

 流域内の積雪観測体制は，低標高域を気象庁アメダス，

山岳域を国土交通省が実施している．例年のアメダス積雪

深データによると，3 月中旬頃から低標高地で消雪が始ま

り，4 月上旬頃には低標高の全観測地点で消雪する傾向が

見受けられる．平成 29 年 3 月から 5 月までの阿仁スキー

場（標高 1,167m）と阿仁合（標高 120m）を比較すると，

阿仁合は 4月 6日に消雪しているが，この時点で阿仁スキ

ー場では 150cm 程度の積雪が認められ，消雪日は低標高観

測値から 1 か月遅い 5 月 11 日であり，両者に明確な差が

表れている． 

なお，阿仁スキー場の積雪観測では，12 月から 2 月頃

までの間，センサー部が樹氷化しデータ欠測が発生してい

たが 1)，3 月上旬は安定した観測値が得られた． 

これらの事から，融雪予測には山岳部の積雪深観測値を

使用することが妥当と判断できた． 
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図-2 積雪観測位置・主要地点位置図 

図-3 山岳域と低標高の観測値比較(H29） 
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４．H29 融雪期の観測データ分析  

 融雪出水に関連するデータ（阿仁スキー場積雪深・気温推

定値・レーダ雨量と河川水位）を用いて，平成 29 年 3 月～5

月末の状況を整理し，融雪出水発生メカニズムを分析した． 

 急激な河川水位上昇は 4 月 6 日～7 日に発生し，これが当

期の融雪出水開始にあたる．スキー場積雪深の急激な低下が

観測された．この時のスキー場気温を流域内観測値から気温

減率をあてはめ推定すると 10℃を上回っていた．4 月中はこ

れ以降も降雨と水位の応答がみられたが，気温 5℃以下では

融雪が抑制される事・降雨規模が融雪出水開始時より大きく

てもピーク水位がこれを上回らない事・スキー場積雪深 0cm

が融雪出水期終了とみなせる事などの特徴が読み取れた． 

５．融雪期降雨量による出水規模の試算 

 米代川では，昭和 55年 4 月に既往第 3位の出水が発生し、

床上浸水が生じている．この時，流域平均雨量 90mm・二ツ井

地点ピーク流量 5,200m3/s（水位 7.28m）を記録している．平

成 29年 4月 6日～7 日の融雪出水を対象期間として，融雪洪

水予測モデル（degree hour 法＋積雪水量同化手法 2）＋物理

分布型流出モデル）による降雨規模別の二ツ井地点の流出量を

算定し，ピーク流量・ピーク水位を試算した．計算ケースは，融雪量を見込まない雨量（国土交通省実況レー

ダ雨量）と融雪量をそれぞれ分離して，雨量を実績(累加 23mm)から 4 倍(92mm)までの複数ケースを設定した． 

結果，降雨パターンの違いはあるにせよ昭和 55年 4 月実績相当の累加 90mm で二ツ井流量 4,800m3/s（避難

判断水位まで-0.6m）に迫る可能性があることが示唆された．また，累加 46mm では水防団待機水位を超過する

事・融雪量なしでは河川水位が応答しない事を推定できた． 

 

 

６．融雪出水の危険性評価指標（案）  

 積雪深・気温等のデータや予測モデルシミュレーション結果から，米代川の融雪出水体制に関わる危険性評

価指標（案）を以下の通りまとめた．今後もデータの蓄積と分析をもって，確度を向上させる事が望ましい． 

(1)融雪出水準備段階：低標高での積雪深が 0cm であっても，阿仁スキー場に積雪深が観測され続けている 

(2)融雪出水開始判断：スキー場気温 10℃以上で降雨量観測（融雪出水開始時期が最も水位上昇の可能性大） 

(3)出水規模推定：二ツ井地点において，累加雨量 45mm で水防団待機水位超過 など 

(4)融雪出水終了：スキー場の積雪深 0cm で概ね融雪出水が終了   
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ケース
累加雨量
(mm)

ピーク水位
(m)

ピーク流量
(m3/s)

備考

降雨量×1倍（実績） 23 1.94 975

降雨量×2倍 46 3.47 2,169 水防団待機H超過

降雨量×4倍 92 5.71 4,766 避難判断Hまで約60cm

降雨量のみ 23 0.70 351

※はん濫危険H=6.80m、避難判断H=6.30m、はん濫注意H=4.50m、水防団待機水位3.00m

図-5 降雨規模別融雪出水試算(二ツ井) 

表-1 降雨規模別・二ツ井地点ピーク水位・流量試算結果 

図-4 H29 融雪出水期の分析 
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